
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
二
次

・
三
次
調
査
で
は
結
局
尼
寺
跡
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

。
「養
方
□
□

×

。　
「口日‐‐日日
‐‐‐‐‐１‐１日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞∞）
彰ハ中∞
〉〈伽　　Ｏμψ

一
点
の
み
で
、
上
端
は
刃
物
で
切
断
さ
れ
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
、

表
面
の
一
部
に
焼
け
た
痕
跡
が
あ
る
。

墨
痕
は
殆
ん
ど
な
く
、
字
が
浮
き
上
っ
て
み
え
る
。
埋
没
前
に
長
期
間
風
雨

に
晒
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

郁
鶏
郎
鋤

『
安
芸
国
分
尼
寺
跡
―
―
第

一
次
調
査
概
報
―
―
』
　

一
九
七
八
年

（松
下
正
司
・
山
県
　
一死
）

愛
媛
・
久
米
窪
田
Ⅱ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
媛
県
松
山
市
久
米
窪
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七

（
昭
５２
）
二
月
を
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
愛
媛
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
本
　
拡
　
相
田
則
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
調
査
は
一
般
国
道

一
一
号
線
松
山
東
道
路
建
設
に
伴

っ
て
実
施
し
た
。

本
遺
跡
は
高
縄
山
系
山
麓
の
扇
状
地
扇
端
上
に
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
位
邑

し

（標
高
四
七
じ
、　
一
帯
は
水
田
で
あ

っ
た
。
湧
水
の
多
い
湿
地
帯
で
あ
る
。

本
遺
跡
の
西
方
約

一
キ
ロ
の
地
点
に
白
鳳
期
の
来
住
廃
寺
跡

（国
指
定
史
跡
）
が

存
在
す
る
。

遺
構
は
方
位
を
磁
北
に
と
り
、
二
期
に
大
別
さ
れ
る
倉
庫
を
含
む
掘
立
柱
建

物
跡
七
棟
、
遺
構
の
南
限
を
示
す
長
さ
五
五
ｍ
、
幅
三
を
五
ｍ
、
深
さ
約
三
〇

ｍ
の
大
濤
、
濤
中
の
湧
水
を
利
用
し
た

一
枚
板
枠
組
み
の
長
方
形
井
戸

一
基
等

を
検
出
し
た
。　
大
濤
中
の
井
戸
は
そ
の
西
側

（下
流
）
に
排
水
路
を
か
ね
た
水

利
施
設
を
設
け
て
い
る
。

遺
物
は
七
世
紀
代
か
ら
八
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
る
須
恵
器

・
土
師
器
、
墨
書

安芸国分尼寺伝承地

木簡出土地点図



1979年出上の木簡

土
器
（
「上
」
ほ
か
）、
円
面
硯
、
滑
石
製
紡
錘
車
、
砥
石
、
瓦

（
三
点
）、
人
形
代
、

削
り
掛
け
、
曲
物

・
下
駄

・
横
櫛

。
つ
ち
の
子
等
の
木
製
品
、
土
器
成
形
用
の

木
製

「
あ
て
道
具
」
（青
海
波
）、
本
簡
類
が
出
土
し
た
。
遺
物
の
大
半
は
大
出

肩
部
周
辺
や
大
濤
中
の
第
Ⅳ
層

（暗
褐
色
粘
質
土
）、
第
Ｖ
層

（黒
色
土
）
か
ら
投

棄
さ
れ
た
状
況
で
出
土
し
た
。　
木
簡
の
大
半
は
大
濤
中
の
第
Ｖ
層
下
面

（第
Ⅵ

層
は
黒
色
土
混
入
白
色
油
質
土
）
よ
り
出
土
し
て
お
り
、　
八
世
紀
初
期
を
前
後
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
遺
構
、
遺
物
か
ら
み
て
本
遺
跡
は

一
般
の
集
落

と
は
異
な
り
、
官
衡
的
色
彩
の
濃
い
遺
跡
と
推
定
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔長
力
〕

ω
・
「□
大
□
□
□

。　
「　　　　［‐‐］　　　　［日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］『伽）
）∧ゃφ
×　ヽ
　　ＯμΦ

木
簡
は
計

一
二
点
検
出
し
た
。
材
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
で
あ
る
。
う
ち

一
点
に

は
山
桜
皮
の
と
じ
紐
が
つ
い
て
い
る
。
詳
細
は
調
査
報
告
書
に
譲
り
た
い
。

（青
木
　
拡
）

久米窪田Ⅱ遺跡木

術出土地点図

一
九
七
七
年
に
愛
媛
県
の
久
米
窪
田
Ｉ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ

い
て
は
こ
こ
に
収
載
し
た
が
、
こ
の
西
方
数
百
米
の
松
山
市
南
久
米
町
五

〇
六
の
前
川
遺
跡
か
ら
も

一
九
七
六
年
に
木
簡
様
の
遺
物
が
出
上
し
て
い

た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
得
て
、
編
集
部
で
は
松
山
市
叛
育
委
員
会
に
照
会
し

執
筆
方
を
お
願
い
し
、
調
査
担
当
者
西
尾
幸
則
氏
よ
り
報
告
原
稿
を
お
よ

せ
い
た
だ
い
た
が
、
当
編
集
部
で
検
討
の
結
果
、
木
簡
と
す
る
に
は
疑
念

が
生
じ
た
。
し
か
し
、
先
の
久
米
窪
田
¶
遺
跡
と
近
似
の
間
に
あ
る
遺
跡

か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ
り
、
こ
こ
に
西
尾
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
そ
の
概
要

を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

前
川
遺
跡
は
国
道
二
一
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
発
見

さ
れ
、
法
隆
寺
式
伽
藍
を
も
つ
来
住
廃
寺
跡
か
ら
前
川
に
そ
っ
て
一
飾
下

流
に
位
置
し
て
い
る
。
木
簡
様
遺
物
は
そ
の
河
川
敷
遺
構
の
北
岸
壁
面
か

ら
集
中
的
に
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
六
世
紀
代
の
須
恵
器
及
び

平
安
期
に
至
る
も
の
も
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
様
遺
物
は
全
て
で
九
点
で
あ

り
、
い
づ
れ
も
上
部
が
∧
形
に
カ
ッ
ト
さ
れ
下
端
は
ほ
と
ん
ど
が
尖

っ
て

お
り
、
表
面
は
調
整
さ
れ
、
裏
面
は
無
調
整
で
あ
る
。
長
さ
は
約
二
〇
ぞ

二
五
ｍ
、
巾
は
約

一
・
五
を
三

・
五
釦
、
厚
さ
は
○

・
九
ぞ
二
・
○
硼
で

あ
る
。
う
ち

一
点
は
墨
書
き
に
よ
る
顔
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
確
に
人

形
で
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
る
。
他
の
八
点
は
そ
の
形
状
か
ら
考
え
て
斎
串

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
出
土
地
点
の
北
方
三
を

一
〇
ｍ
内
に
は
古
墳

期
の
掘
立
柱
に
よ
る
高
床
式
建
物
跡

（
二
間
×
三
間
）
も
発
見
さ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）
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